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東大理 飛 田 和 男
超伝導体内における非平衡現象の内,ここでは,準粒子が過剰に注入された場合に起
こる現象を取扱 う｡ owen-scalapinol)は,過剰な準粒子の分布を,実効的な準粒子の化
学ポテンシャル 〟*を導入 して記述 したoこのモデルでは,準粒子密度 N｡｡がある値
N｡Sをこえると,正常状態に転移することが示された｡更に Chang-Scalapino2)は,同じ
モデルで, ∂〟*/∂Nqp-0となる点 N｡がN｡Sより下にあり一次転移より先に不均一状






ゆくが,それに対 して, i)%N｡>Nt>Ncでは不均一状態-の一次転移, i)N｡S
>Nl>9,右N｡では不均一状態への二次転移,i)Nt>N｡Sでは正常状態-の一次転移
が各々おこることが分った｡
井口5)は,最近準粒子 を注入 した薄膜 と正常状態の薄膜 との間の トンネル抵抗を測定
し,T>Tl(4IiebathのA点 )である注入電流の値で,中間状態-転移 し,T<Tlで
はある注入電流で正常状態に一次転移することを観測 した.これはT<Tl ではフォノ
ン ･トラップの効果が小さくなりフォノンとの反応の効果が拡大されることを考えると
上記 i),i)に対応する転移であると考えられる.
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